
 

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mailにてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。後日（開催日１週間
～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 
※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HPにてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2麹町 M-SQUARE 2Ｆ 
 
 
 

 

 

 
グローバル事業を支えるリスク・クライシスマネジメント体制の構築・運用に関する実務講座  
セッション１：海外子会社を含むリスクマネジメント実務 －コンプライアンス対応を一例として 

セッション２：グローバル展開も踏まえた危機管理の実務  

セッション２：２０１６年 １２月 ５日（月）１４：００～１７：００ 

 

 
 

法務部門、監査部門、総務部門、経営企画部門、海外事業部門など関連部門のご担当者様 

※コンサルティング業、士業の方など講師とご同業の方のご参加をお断りする場合がございます。 

□ セッション１参加（161607-0303※） 

 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

 

□ セッション２参加（161607-0303※） 

□  

 

セッション 1・2ご参加の方には 
昼食をご用意致します。 

※セッション毎のご参加が可能です 
 
セッション１. １０：００～１３：００ 
■海外子会社を含むリスクマネジメント実務 －コンプライアンス対応を一例として 
 

1．海外子会社管理の重要性 
・ 新興国における事業展開上のリスク 
・ 海外子会社管理における親会社の義務 

 
2．海外ビジネス環境の変化 
・ 海外ビジネス環境の変化 
・ 新興国ビジネスに共通するリスク 

 
3．海外子会社管理の基本/ポイント 
・ 海外子会社管理の全般的なポイント 
・ コンプライアンス対応のポイント－贈収賄/カルテル/不正等を中心に 

 
セッション２．１４：００～１７：００ 
■グローバル展開も踏まえた危機管理の実務 

 
1. はじめに・・・ 
・ リスク管理と危機管理の関係性 
・ 危機管理の考え方 
・ BCP の考え方 
・ 危機管理・BCP に関する直近の動向 

 
2. クライシスマネジメント態勢構築のポイント 
・ 危機に対するマインドセットの切替 
・ 危機情報収集体制の構築 
・ 危機管理マニュアルの整備 

 
3. グローバル BCP 対応のポイント 

 
4． グローバル BCP の必要性 

 
5． グローバル BCP の構築プロセス 

 
6． BCM 活動の重要性 

 
7． 簡易シミュレーション訓練の体験     

 

※コンサルティング業、士業の方など講師とご同業の方のご参加をお断りする場合がございます。 

※当日は最新情報を盛り込む関係上、講義内容を若干変更する可能性がございます。 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 

セッション１：２０１６年 １２月 ５日（月）１０：００～１３：００ 

 

KPMGコンサルティング株式会社   
マネジャー  水戸 貴之氏 

法曹団体を経て、KPMGビジネスアドバイザリー（現 KPMGコ
ンサルティング株式会社）入社。法務リスク管理アドバイザ
リー担当。贈収賄・カルテル防止を中心とするグローバル・
コンプライアンス体制構整備・運用支援、海外子会社を含む
グループ・リスクマネジメント体制整備・運用支援、中国子
会社の撤退に伴うリスク診断支援等に多数従事。 

 
 

KPMGコンサルティング株式会社   
マネジャー   土谷 豪氏 

金融系事業会社にて BCP策定、リスク管理体制構築、危
機管理対応事務局、システム部門事業計画策定等を経験
し、KPMG ビジネスアドバイザリー（現 KPMG コンサルテ
ィング株式会社）に入社。入社後は、金融機関・製造業
・通信業・流通業等に対するリスク管理体制構築、危機
管理体制構築、BCP・BCM策定プロジェクト等に多数従事。 
 

ご参加頂きたい方 

４１，０４０円（本体価格 ３８，０００円） ４５，３６０円（本体価格 ４２，０００円） 

 ３２，４００円（本体価格 ３０，０００円） ３５，６４０円（本体価格 ３３，０００円） 

 

1セッション 

のみ参加 

 

両セッション 

に参加 

 

mailto:tamiaki@bri.or.jp

